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会計名 歳　入 歳　出 実質収支額
国民健康保険 22 億 1,339 23 億 2,796 ▲ 1 億 1,457
下水道事業　 9 億 9,180 9 億 7,557 1,623

介護保険 12 億 1,870 12 億 1,823 47

介護サービス事業 6,874 6,837 37
後期高齢者医療 1 億 8,760 1 億 8,372 388

区　分 収　入 支　出

収益的収支 5 億 1,549 8 億 5,965

資本的収支 2,252 1 億 3,260

（単位：万円）
（単位：万円）

平成 25 年度平成 25 年度

各会計収支決算額各会計収支決算額
　町では毎年、皆さんの納めた税金がどの

ように使われているかお知らせしています。

　平成 25 年度の決算の概要や財政状況につ

いてお伝えします。

町税 町民税、固定資産税など

使用料及び手数料 施設使用料等の実費負担分

繰入金 基金（貯金）から補足分

その他 寄付金など

地方交付税 国から交付される自主財源

国庫支出金 国からの補助金など

道支出金 道からの補助金など

繰越金 前年度予算の残額

町債 町の借り入れ

議会費 議会の運営費など
総務費 庁舎管理など
民生費 福祉経費や保育所運営費など
衛生費 ごみ処理、保健衛生事業など
農林水産業費　　 農地、山林、農道等の整備
商工労働費 商工業、観光事業など
土木費 道路整備や維持管理、除雪など
消防費 消防活動、救急救命など
教育費 小中学校維持管理、社会教育事業など
公債費 町債（借金）の返済

歳入 82 億 9,789 万円 歳出 81 億 658 万円

議会費議会費
1 億 2,996 万円

（1.6％）（1.6％）

総務費総務費
12 億 2,472 万円（15.1％）12 億 2,472 万円（15.1％）

民生費民生費
19 億 7,445 万円（24.4％）19 億 7,445 万円（24.4％）

農林水産業費農林水産業費
3 億 9,640 万円3 億 9,640 万円

（4.9％）（4.9％）

衛生費衛生費
3 億 8,746 万円

（4.8％）（4.8％）
商工労働費

1 億 4,918 万円1 億 4,918 万円
（1.8％）（1.8％）

土木費土木費
10 億 6,958 万円

（13.2％）（13.2％）

消防費消防費
4 億 2,381 万円

（5.2％）（5.2％）

教育費教育費
6 億 8,211 万円

（8.4％）（8.4％）

公債費公債費
16 億 6,891 万円

（20.6％）（20.6％）
町税町税

21 億 4,188 万円21 億 4,188 万円
（25.8％）（25.8％）

地方交付税地方交付税
36 億 5,353 万円（44.0％）36 億 5,353 万円（44.0％）

国庫支出金
5 億 5,713 万円5 億 5,713 万円

（6.7％）（6.7％）

道支出金道支出金
4 億 3,533 万円4 億 3,533 万円

(5.3％）(5.3％）

繰入金繰入金
7,262 万円7,262 万円

(0.9％）(0.9％）

使用料及び手数料使用料及び手数料
1 億 9,328 万円

（2.3％）（2.3％）

繰越金繰越金
1 億 6,714 万円

(2.0％）(2.0％）

町債町債
4 億 7,595 万円

(5.7％）

その他
6 億 103 万円6 億 103 万円

（7.3％）（7.3％）

一　 般　 会　 計

特　別　会　計 水  道  事  業  会  計

～基金残高の推移～
20 億円

10 億円

15 億円

5 億円

0

19 億19 億
8,406 万円

～町債務残高の推移～
200 億円

100 億円

150 億円

50 億円
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124 億
6,743 万円
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平成 25 年度
（目標値）

平成 25 年度

実質公債費比率   18％以下 16.1％

将来負担比率 200％以下 125.5％

地方債残高 130 億円以下 125 億円

財政調整基金残高  5.1 億円超　 5.8 億円

当別町財政運営計画の状況

財政健全化法に基づく健全化判断比率

指標 内容 当別町

実質赤字比率 一般会計の単年度内の
収支、赤字・黒字の比率 赤字なし

連結実質赤字比率 全ての会計の単年度内の
収支、赤字・黒字の比率 赤字なし

実質公債費比率 自治体の借金返済に係る比率 16.1％
（全道ワースト 13 位）

将来負担比率 自治体の負担として将来必要に
なる額の比率

125.5％
（全道ワースト 12 位）

早期健全化
基準

財政再生
基準

14.34％ 20％

19.34％ 30％

25％ 35％

350％ －

　本町は、平成 21 年度から平成 25 年度までを計画

年度とした「当別町財政運営計画」により財政健全

化に取り組み、計画で定めた目標値についてはすべ

て達成することができました。

　しかし、国が定めた 4 つの健全化判断比率のうち

実質公債費比率と将来負担比率が道内市町村の中で

も高いため、引き続き「第 2 期当別町財政運営計画

（期間：H26 ～ 30 年度）」に基づき財政の健全化を

進めます。

■ 夏至祭等事業費補助金　 　　  600 万円

平成 25 年度に取り組んだ主要事業

　当別町夏至祭の 30 回を記念し、前夜祭の実施やゴルフ・

テニスなど協賛事業の実施もあり、当別町に多くの来訪者

を呼び込みました。

■ 当別ブランド推進事業  　　　 1,478 万円
　当別町のＰＲイベントを札幌市内で開催、札幌市内に設

置されているアンテナショップやイベントに出展するなど

町の特産品のＰＲに努め、情報の発信ツールとして当別町

ホームページをリニューアルし、活用しました。

■ 除雪機械購入・除排雪事業　3 億 3,703 万円

　　　　　　　    　耐用年数が経過した町保有の除雪機械を更新することに

より除排雪体制の確保をしました。また、冬期の道路交通

を確保するため除雪と排雪を行い、路線と安全の確保に努

めるとともに、町内 3 ヶ所に雪堆積場を設けました。

■ 当別小学校・当別中学校トイレ改修事業　
　　　 　　   　　　　　　　    3,055 万円
　老朽化や汚臭がしていた当別小学校の北校舎児童用トイ

レ、当別中学校の生徒用トイレを改修し、学校施設及び衛

生環境の改善を図りました。

■ （仮称）当別町インフォメーションセンター
検討調査委託事業　  　　　　　　 375 万円
　当別町の地域資源の魅力を効果的に情報発信する（仮称）

当別町インフォメーションセンターの設置に向け、事例調

査・検討等を行い、「（仮称）当別町道の駅基本構想」を策

定しました。

　自治体の財政状況が健全かどうかを判断する指標として、健全化判断比率があります。今年度はいずれの数値も下回っ

ており、早期健全化団体には該当していません。

■ 財政事情説明書…当別町では毎年 2 回、「町財政がどのような状態にあるのか」をお知らせするため、「収入及び支出

の概況や住民負担の状況」などを説明した「財政事情説明書」を公表しています。公表期間は 11 月 1 日から 1 年間です。

■ 町ホームページ　http ://www.town.tobetsu .hokka ido . jp/  　

■ 問合せ　財政課財政係（☎ 23 － 2331）

財政事情説明書を公表します

平成 30 年度
（目標値）

12％以下

125％以下

110 億円以下

　7 億円超　

■ 西当別中学校給水設備・屋内体育館改修事業
　　　　 　　   　　　　　　　 5,408 万円
　老朽化し赤サビが出ていた西当別中学校の水道設備を改

修し、衛生環境を改善しました。また、老朽化していた同

中学校の屋内体育館の床や内壁・屋根を改修し、学校施設

の改善を図りました。

124 億
6,743 万円


